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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月9日(2013.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）モード同期半導体レーザ素子、及び、
　（Ｂ）外部共振器を構成し、１次以上の回折光をモード同期半導体レーザ素子に戻し、
０次の回折光を外部に出力する回折格子、
を備えた半導体レーザ装置組立体であって、
　モード同期半導体レーザ素子と回折格子との間に、モード同期半導体レーザ素子の光出
射端面の像を回折格子上に結像させる結像手段を有する半導体レーザ装置組立体。
【請求項２】
　回折格子を回動させる回動装置を更に備え、
　回動装置の作動による回折格子の回動によって、モード同期半導体レーザ素子に戻すべ
きレーザ光の波長を制御する請求項１に記載の半導体レーザ装置組立体。
【請求項３】
　回折格子から出力された０次の回折光を反射する反射鏡を更に備え、
　回動装置の作動による回折格子の回動に起因した、反射鏡によって反射された０次の回
折光の光路のずれを補正する補正機構を更に備えている請求項２に記載の半導体レーザ装
置組立体。
【請求項４】
　モード同期半導体レーザ素子は斜め導波路を有する請求項１乃至請求項３のいずれか１
項に記載の半導体レーザ装置組立体。
【請求項５】
　（Ａ）モード同期半導体レーザ素子、
　（Ｂ）０次の回折光を外部に出力する回折格子、及び、
　（Ｃ）回折格子からの１次以上の回折光を反射し、回折格子を経由してモード同期半導
体レーザ素子に戻す反射鏡から成る外部共振器、
を備えた半導体レーザ装置組立体であって、
　モード同期半導体レーザ素子と回折格子の間に、モード同期半導体レーザ素子から出射
されたレーザ光を外部共振器上で焦点を結ばせる結像手段を有する半導体レーザ装置組立
体。
【請求項６】
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　外部共振器を構成する反射鏡は凹面鏡から成る請求項５に記載の半導体レーザ装置組立
体。
【請求項７】
　凹面鏡の曲率半径は、回折格子から凹面鏡までの距離と等しい請求項６に記載の半導体
レーザ装置組立体。
【請求項８】
　回折格子と外部共振器との間には、外部共振器へのレーザ光の入射を規制する複数のア
パーチャが配されている請求項５乃至請求項７のいずれか１項に記載の半導体レーザ装置
組立体。
【請求項９】
　アパーチャは、多数のセグメントを有する透過型液晶表示装置から成る請求項８に記載
の半導体レーザ装置組立体。
【請求項１０】
　アパーチャを選択することで、モード同期半導体レーザ素子に戻すべきレーザ光の波長
を制御する請求項８又は請求項９に記載の半導体レーザ装置組立体。
【請求項１１】
　結像手段はレンズから成る請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の半導体レー
ザ装置組立体。
【請求項１２】
　モード同期半導体レーザ素子は斜め導波路を有する請求項５乃至請求項１１のいずれか
１項に記載の半導体レーザ装置組立体。
【請求項１３】
　（Ａ）モード同期半導体レーザ素子、
　（Ｂ）外部共振器、
　（Ｃ）モード同期半導体レーザ素子と外部共振器の間に配置され、膜厚を連続的に変化
させたバンドパスフィルター、及び、
　（Ｄ）バンドパスフィルターを移動させる移動装置、
を備えた半導体レーザ装置組立体であって、
　バンドパスフィルターに衝突したレーザ光の一部は外部に出力され、
　バンドパスフィルターに衝突したレーザ光の残部は、バンドパスフィルターを通過し、
外部共振器に入射し、外部共振器で反射され、バンドパスフィルターを通過してモード同
期半導体レーザ素子に戻される半導体レーザ装置組立体。
【請求項１４】
　バンドパスフィルターを通過する位置に依存して、バンドパスフィルターを通過するレ
ーザ光の波長が規定される請求項１３に記載の半導体レーザ装置組立体。
【請求項１５】
　外部共振器は部分透過ミラーから成る請求項１３又は請求項１４に記載の半導体レーザ
装置組立体。
【請求項１６】
　モード同期半導体レーザ素子と外部共振器との間に、モード同期半導体レーザ素子の光
出射端面の像を外部共振器上に結像させる結像手段を有する請求項１３乃至請求項１５の
いずれか１項に記載の半導体レーザ装置組立体。
【請求項１７】
　モード同期半導体レーザ素子は斜め導波路を有する請求項１３乃至請求項１６のいずれ
か１項に記載の半導体レーザ装置組立体。


	header
	written-amendment

